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には左右とも１名（3％）、保育士の左足が 12 名（5.5％）、右足が 8 名（3.7％）であった。








活する上の知識を伝え、教育していくことが大きな役割で、通常一日平均 4 時間から 5 時
間ほどの対応である。一方保育士の目的は「保育（生活）」である。保護者の代わりとなり、
生活の援助をする。排泄や食事などの基本的生活習慣を子どもに躾けることが大きな役割




















下保育士とする）218 名の計 252 名（すべて女性）であった。 
２．内 容：身長、体重、足長と足幅、接地画像の撮影と、画像から母趾角、小趾角、
開帳足角（∠a（母趾側）・∠b（小趾側）・∠c（合計））と α角を計測した。 
３．測 定 方 法：身長と体重測定後、左右足長と足幅を測定した。その後ピドスコープ上
で前方 1.5ｍを注視させ、直立姿勢を 5 秒間静止した状態で接地足蹠を
写真撮影した。 
４．期 間：2008 年～2015 年（4 月、6 月、8 月、3 月）。 
５．フィールド：Ｅ県 8 保育園、Ｓ県 1 幼稚園と 1 保育園、Ｎ県 1 幼稚園。 









まず形成の部分に補助線を引き、内側線との角度を α 角とした（図 1）。 
それらの測定値を t 検定とカイ二乗検定を用い、教諭と保育士との計測
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身長 体重 BMI 左足長 左足幅 右足長 右足幅
身長 0.559 0.192 0.580 0.496 0.535 0.525
体重 ** 0.918 0.492 0.632 0.497 0.626
BMI ** 0.302 0.525 0.329 0.498
左足長 ** ** 0.349 0.793 0.501
左足幅 ** ** ** 0.476 0.769
右足長 ** ** ** ** 0.467
右足幅 ** ** ** ** ** **
* p<0.05  ** p<0.01
表4　体格の相関（教諭）
身長 体重 BMI 左足長 左足幅 右足長 右足幅
身長 0.408 -0.081 0.739 0.490 0.743 0.493
体重 ** 0.900 0.488 0.642 0.456 0.667
BMI ** ** 0.185 0.480 0.147 0.505
左足長 ** ** 0.556 0.868 0.596
左足幅 ** ** ** ** 0.582 0.821
右足長 ** ** ** ** 0.573
右足幅 ** ** ** ** ** **







満学会の判定基準で、18.5 以下の低体重（痩せ型）に属する者が教諭 5 名、保育士名 24
名、25 以上の肥満 1 度に属する者が教諭 2 名、保育士 17 名、30 以上の肥満 2 度に属す
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諭には左右とも１名（3％）、保育士の左足が 12 名（5.5％）、右足が 8 名（3.7％）であっ
た。教諭の軽度外反母趾 1 名は左右別人であったが、いずれもその反対側の母趾角は正常
値（9°～15°）からはずれた 17°以上であり、外反母趾の予備軍であることがわかった。ま
た、両足 20°以上の軽度外反母趾の保育士は 2 名であった。片足が外反母趾と診断された
保育士は、反対足の母趾角も教諭同様に 15°～20°が多く、正常値からはずれている者が多
かった。女性の外反母趾率は先行研究から 17.2％2)、中学生のような若年層であっても 40％






母趾角 30°以上の中等度の外反母趾や 40°以上の重度外反母趾はみられなかった。 
  
４.保育士の開帳足角について 
 母趾角 20°未満の正常者と 20°～30°の軽度外反母趾の保育士との開張足角について、比
較検討し、表 8 に示した。 
ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％
〜20°未満 33 97.0 205 94.5 33 97.0 210 96.3
20〜30°未満 1 3.0 12 5.5 1 3.0 8 3.7
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